
次回の例会

ジェニファー・ジョーンズ

クラブテーマ ： 持続可能なロータリー（サスティナブル  ロータリー）～絆の再構築へ～
地区スローガン ： 感動、感激、そして感謝

尾賀 康裕

《 2022-2023年度   R.I. テーマ 》

135

寄付金の状況

報　告

 7月  21日分 累　計 目   標 

ニコニコ箱 81,000円 350,000円 3,000,000円

米山奨学金 8,000円 57,000円 2,544,000円

ロータリー財団 29,000円 135,000円 3,880,000円

ありがとうございました。

伊藤仁一郎・城戸利枝・山岸恒一
尾賀ガバナー、ようこそ福井ロータリーに。 ( 出雲路康照 )
尾賀ガバナーをお迎えして。 ( 大森正男 )
尾賀ガバナーの公式訪問を歓迎します。どうぞよろしくお願いい
たします。 ( 片岡正明 )
2650 地区ガバナー御一行をお迎えして。 ( 北島　恬 )
明日、4回目のワクチン接種に行ってきます。 ( 清水則明 )
尾賀ガバナー、ありがとうございました。 ( 辻橋清和 )
本年度も1人当り180ドルの地区目標を達成することを尾賀ガ
バナーにお誓いします。 ( 野村直之 )
尾賀ガバナー、ようこそ福井へ。 ( 平野洋一 )
あたたかい、やさしいガバナーアドレスをいただいて。
 ( 宮﨑茂和 )
 各　君

荻原昭人
尾賀康裕ガバナー御一行様、公式訪問にようこそ。 ( 油谷啓司 )
尾賀ガバナー、ようこそ福井へ。 ( 加藤幹夫 )
ガバナー、お暑い中ありがとうございます。 ( 木瀬雅博 )
 各　君

　2022 年 4月28日に行われました花見例会で親睦活動委員
会の企画「チーム対抗クイズ戦」で見事 1位となりました 菅原
会員率いる、チーム菅原の皆様が優勝賞品である「ホテルリ
バージュアケボノさんのフレンチお食事券」で美味しい料理を
楽しみました。

国際ロータリー第 2650 地区　尾賀康裕ガバナー様、
 貴志英生ガバナー補佐様・田中 勝幹事長様
尾賀ガバナー御一行様、本日はよろしくお願いします。
 ( 福井あじさい RC/ 近藤　実会長 )
尾賀ガバナー御一行様、、本日はどうぞよろしくお願いいたしま
す。 ( 福井あじさい RC/ 末永雄樹幹事 )
福井あじさい RC 河合正浩様
尾賀康裕ガバナーをお迎えして。 ( 荻原昭人 )
県下最大級ゴルフコンペ平野杯で優勝することができました。
幹事終了のご褒美、平野さんありがとうございます。(浅井正勝)
尾賀ガバナーをお迎えして。 ( 伊藤仁一郎 )
尾賀ガバナー、公式訪問合同例会を祝して。 ( 上田祐広 )
ガバナー御一行ご訪問ありがとうございます。 ( 桑原慎治 )
尾賀康裕ガバナー、田中 勝幹事長様、ようこそ福井へ。コロ
ナ禍各地訪問大変です。 ( 清水慶造 )
尾賀ガバナー、ようこそ福井へ。ありがとうございます。
 ( 田中秀也 )
尾賀ガバナーを歓迎します。 ( 登谷大修 )
尾賀ガバナー、福井を楽しんで下さい。 ( 畑下徳洋 )
尾賀ガバナー、ようこそ福井へ。 ( 細江　究 )
尾賀ガバナーの公式訪問を待っていました。色々ご指導をいた
だき本当にありがとうございました。 ( 宮﨑茂和 )
尾賀ガバナー、ようこそ福井へ。早退します。申し訳ありません。
 ( 渡邉義信 )
瀬越智和
【理事・役員・地区委員・委員長・副委員長就任】
石橋正人・坂本安夫・櫻田貴美子
精一杯頑張ります。 ( 加藤有司 )
尾賀ガバナー御一行様、ようこそ福井へ。出席出来ず申し訳
ありません。 ( 木村憲一 )
早退します。 ( 清水則明 )
ご期待にそえる様に、頑張ります。 ( 長谷川智洋 )
【誕生日御祝】石橋正人
【結婚記念日御祝】鍋屋昌明
 各　君

　「生きていること、生かされていることに感謝！」

　本日は2650地区の尾賀ガバナー、田中幹事長、貴志ガバナー補佐をお迎えし、さらに福井あじさい
ロータリークラブとの合同例会です。

　さて、今日のテーマは「生きていること、生かされていること感謝」です。皆さん、77年前の福井市はどんな状況であっ
たか、想像できますでしょうか？ 77年前の福井市は焦土と化していました。77年前の7月19日午後11時23分頃、テ
ニアン島を飛び立ったアメリカ軍の戦略爆撃機B-29が127機、突如福井の夜空を覆い、約10万トンといわれる焼夷弾
を投下し、福井市の街を焼き尽くしました。死者は約1,600人ともいわれ、多くの市民が被災しました。私の伯母も当
時中学一年生、宝永にすんでいましたが、空襲が始まり、周りが燃えさかる中、無我夢中で森田方面へ避難。途中、防
空壕があり、逃げ込もうとしたところ、入り口にいた方に「ここはもう満員で入れない」と断られ、命かながら森田の
親戚の家に逃げ延びました。市内が鎮火後、伯母は宝永の家が気になり、自分の家に戻る途中、逃
げ込もうとした防空壕を目にしたところ、そこには無残な光景が広がっていたそうです。その時伯
母は、「もし、自分がその防空壕に逃げ込むことができたら、今の自分は生きてはいなかった。自
分は生きている、生かされている」と涙しながら深く天に感謝したそうです。
　本年度の2650地区のスローガンは「感動・感激・感謝」です。私はこの順番を逆に読み解きます。
「感謝するから感激があり、感動する」。今朝目が開いたこと、息をしていること、体が動くこと、朝食を食べられたこと、
今週もロータリーの例会に出て、会員の皆様と顔を合わすことができたこと、これら日常の一つ一つに深く感謝をすれ
ばするほど、感激、感動につながるのではないかと思います。「今、生きていること、生かされていること」に感謝の
気持ちを忘れず、日々を元気に過ごしましょう！

■ 開会点鐘 ： 12時30分
■ 閉会点鐘 ： 13時20分

■ 会場：ザ・グランユアーズフクイ
■  栄誉行事 / 米山奨学金授与 / 
ゲスト卓話 ( 福井県アウトドア協会代表理事 ㈱カンパネラ社長 平岡 和彦氏 )

■ 8月   4日(木)  
  栄誉行事/ 
  ゲスト卓話
 (福井県アウトドア協会代表理事
　 ㈱カンパネラ社長 平岡 和彦氏)
■ 8月 11日(木)
  休　会
■ 8月 18日(木)
   納涼例会(夜間)
■ 8月 25日(木)  
  決算報告/
  クラブフォーラム
  (地区会員増強委員会)

12時30分 開会点鐘　
 会長挨拶
 新会員入会セレモニー / 
  専田  武志 氏、髙橋  宏幸 氏、竹内  大介 氏
 表彰
 ロータリー財団 /　
  マルチプル・ポール・ハリスフェロー　第1回　奥村  隆司会員
 米山功労者/ 
  木瀬  雅博会員(第3回)、山内  鴻之祐会員(第2回)、
  林　洋三会員(第1回)
 委員会報告・幹事報告・その他
 会員卓話(佐竹  新会員)
13時20分 閉会点鐘

今後の予定

2022年8月4日(木)

2022-23 年度  会 長

荻原  昭人

■ 7 月 29 日 ( 金 )　　　福井あじさい 休会
■ 7 月 29 日 ( 金 )　　　三国  休会
■ 8 月   1 日 ( 月 ) 福井東　　　 ビジター受付なし
■ 8 月   2 日 ( 火 ) 福井南　　　 ビジター受付なし
■ 8 月   4 日 ( 木 ) 福井西　　　 休会
■ 8 月   9 日 ( 火 ) 福井南　　　 休会
■ 8 月 10 日 ( 水 )　　　福井北 休会
■ 8 月 11 日 ( 木 )　　　福井西 休会
■ 8 月 12 日 ( 木 )　　　福井あじさい 休会
■ 8 月 17 日 ( 水 )　　　福井北 休会

※ビジター受付 ( サインメークアップ ) は、コロナ感染状況
によっては、無しとなる場合がございます。

※サインメークアップ有無、各ロータリークラブへのビジ
ター受付の有無に関しましては、事務局までお問い合わせい
ただきますようお願い申し上げます。

事務所　〒910-0006 福井県福井市中央1丁目３番１号加藤ビル５階  TEL：0776-25-0633　FAX：0776-24-8622
例会場　ザ・グランユアーズフクイ３Ｆ　TEL：0776-24-3200                       例会  毎週木曜日12：30 ～ 13：30
クラブ会報委員会　委員長：山野井  秀一　副委員長：櫻田  貴美子
　　　　　　　　　委員：小谷  哲治・中島  良成・藤田  清彦・竹村  浩和・長野　学・金井  伸一郎・辻橋  清和・西岡  宏二郎・木村  佳美
ソングリーダー♪   ： 野尻  章博 　　　サブリーダー♪ ： 長谷  美左子・木瀬  雅博・谷﨑  由美子・英  貴子・櫻田  貴美子・木村  佳美
ホームページ    http://www.fukui-rotary.com/    E-mail info@fukui-rotary.com
創立　1950年（昭和25年）10月15日　RI承認　1950年（昭和25年）12月4日（承認   № 7647） 
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会長挨拶

2022年7月28日　第3500回本日の例会



幹  事　中広　久

● 現在会員 135名
● 出席者 87名
● 欠席者 40名
● 出席免除者欠席 8名
● 今回例会出席率 68.5％

● メークアップ 34名
● 欠席者 24名
● 修正出席率 81.4％

  6 月 30 日 ●メークアップ　　　藤本潤一(7/8 地区公共イメージ委員会
)、伊藤仁一郎(7/9  地区青少年奉仕委員会)、(7/13 親睦活動委
員会 10名)、須賀原和広(7/20 地区RLI委員会)、中広　久・村
田良昭(7/21 福井RAC)、村中洋祐・須賀原和広(7/24 地区 ク
ラブ職業奉仕担当者研修会)城戸利枝(7/23 地区2022-23年度 
第1回地区ロータリー財団合同委員会) 各　君

 2022 年 7 月 21 日　　第 3499 回　

ガバナー公式訪問 ( 福井あじさい RC と合同例会 )

ガバナーアドレス

①　例会終了後、当会場にて記念撮影を行います。会場後方に撮影台を準備しておりますので、例会が終わ
　りましたら、皆さま、会場後方にお集まりください。一番後方のテーブルと椅子を移動しますので、後方
　にお座りの方は荷物をテーブル上に置いてください。

②　寄付金のご紹介ですが、本日はお名前のみのご紹介とさせていただきます。ご了承ください。

幹事報告

第 2650 地区　尾賀  康裕 ガバナー

ガバナー御一行とホテル前にて記念撮影

会場　ご入場 バナー贈呈

会長・幹事・役員懇談会

日時：2022 年 7月 21 日　9:50 ～ 10:50
会場：ザ・グランユアーズフクイ　聚楽の間

尾賀ガバナー御一行様 ３名と福井クラブ会長、副会長、幹事、副幹事の７名に
て懇談会を行い、クラブ運営の方向性についてアドバイスをいただきました。

尾賀  康裕ガバナー 貴志  英生ガバナー補佐 田中　勝幹事長

　本年度 2022-2023 年度国際ロータリー 2650 地区のガバナーを務めさせていただくことになりました尾賀 
康裕と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

　まず初めに、簡単に自己紹介をさせていただきます。
職業分類は石油販売となっております。具体的に申し上げますと、滋賀県内で直営のガソリンサービスステーションを経営し
ており、その他ガソリンの卸売業などもしております。現在、会長ではありますが、第一線からは退いております。
　趣味はソロキャンプです。コロナが始まり何もすることがないので、キャンプならコロナに感染することもないだろうと思
い、ソロキャンプを始めました。ガバナーになってからは行けてない状況です。
　先ほど、福井 RC、福井あじさい RCとそれぞれ役員懇談会にて会長、幹事より、各クラブより今年度事業計画の説明を受け、
地区の方針ど真ん中であり、福井 RCのサスティナブル　持続可能なクラブを通すということで、地区方針をお伝えするまで
もなく、感動いたしました。
　なかでも「カイロス・リーグ」の事業は他クラブにご紹介しなければと思いました。「各ロータリーアンの企業を通じて奉
仕をする」とまさしく職業奉仕であります。この事業を各クラブにアレンジしてぜひ取り組んでくださいと伝えたいと思いま
す。
　
　さて、　本日はＲＩの方針並びに年次目標と地区運営方針についてメンバーの皆様にご説明申し上げます。よろしくお願い
いたします。
　今年度のＲＩのテーマは「イマジン・ロータリー」です。
　では何をイマジン（想像）するのでしょう？それはロータリー７つの重点分野が達成された世界をイマジンするのです。
　・戦争や紛争にない世界
　・疫病で困る人のない世界
　・誰もが衛生的で安全な水の飲める世界
　・安心して赤ちゃんを産み育てることのできる世界
　・子供たちすべてが平等に教育を受け、誰もが字を読み書きできる世界
　・すべての地域で貧困のない着実な経済発展がなされている世界
　・自然と人間が共生 ( 共生 ) できている世界
クラブの会長のもと、この７つの世界実現をイマジンして自分たちができることを実践しましょう。その実践にむけての具体
的な年次目標のうち、重要なポイントを二つ申し上げます。
　まずポリオの根絶にむけてのアクションです。あと 0.2%で人類が根絶した二番目の疫病となる日が来ます。その日まで根
絶のための運動を継続しましょう
　次は公共イメージの向上です。ロータリーの地域における認知度は決して高くありません。地域の方が「ロータリーって素
晴らしい団体ですね」と認識していただくべく公共イメージの向上に努めましょう。
　次に地区の運営方針です。一言でいえばコロナ禍で沈滞したクラブの活力と輝きを一気に取り戻そうというものです。その
ために奉仕と親睦をひたすら実践しましょう。できるだけ対面による例会を実施し、これを起点にクラブメンバー全員が何ら
かの形で事業にたずさわり、事業が成就したあかつきには全員で「感動と感激、そして感謝」を実感できる、そんなストーリー
を描いてください。
　まだまだコロナ化は終息しそうにもありませんが、下を向いて悩むよりこんな時だからこそ「いつも
笑顔で前向きに」行動しともに良い一年にしていきましょう！！
　ご清聴ありがとうございました
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